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議  事 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

報 道 関 係 の 方 、定 時 ま で 頭 撮 り の ほ う し て い た だ い て 、始 ま り 次 第 、撮 影 中 止 と

し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

で は 、 報 道 陣 の 方 、 頭 撮 り し て い た だ い て 結 構 で す 。  

 

（  冒 頭 撮 影  ）  

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

そ れ で は 撮 影 の ほ う 、 そ ろ そ ろ 終 了 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

で は 、 定 刻 と な り ま し た の で 、 た だ い ま か ら 第 ５ １ ４ 回 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議

会 を 開 催 い た し た い と 思 い ま す 。各 委 員 の 皆 さ ま に お か れ ま し て は 御 多 忙 中 の 中 、

御 出 席 い た だ き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。  

委 員 の 出 欠 状 況 で ご ざ い ま す が 、 公 益 代 表 委 員 は ５ 名 全 員 の 出 席 、 労 働 者 代 表

委 員 は ５ 名 全 員 の 出 席 、 使 用 者 代 表 委 員 は ５ 名 全 員 の 出 席 と な っ て お り ま す 。 本

日 は 15 名 の 委 員 全 員 出 席 で ご ざ い ま す の で 、 委 員 総 数 の 3 分 の ２ 以 上 と な り 、

最 低 賃 金 法 施 行 令 第 ５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り ま す こ と を 併 せ て

第 514 回愛知地方最低賃金審議会 議事録 

 

日 時 令和 6 年 7 月 4 日(木) 午後 3 時 00 分～午後 4 時 10 分 

場 所 愛知労働局  伏見庁舎 10 階  第 1・2 会議室 

出 席 者  

（公 益 代 表 委 員） 小野木委員、鈴木委員、中山委員、長谷川委員、水野委員 

（労働者代表委員） 安藤委員、上野委員、寺田委員、松下委員、松村委員 

（使用者代表委員） 梶原委員、古閑委員、竹内委員、堀江委員、安田委員 

( 事 務 局 ) 阿部愛知労働局長、高橋労働基準部長、平井賃金課長、鈴木主任賃金指

導官、佐藤賃金指導官、大口賃金指導官、佐藤監督官、吉田賃金調査員、

久保賃金調査員 

議 題 (1) 愛知県最低賃金の改正決定ついて（諮問） 

(2) 愛知地方最低賃金審議会愛知県最低賃金専門部会の設置等について 

(3) 愛知県の特定最低賃金の改正決定の必要性の有無について（諮問） 

(4) 愛知地方最低賃金審議会検討小委員会の設置等について 

(5) その他 
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御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

本 日 の 資 料 で す が 、 会 議 次 第 に 合 わ せ ま し て 、 資 料 № 1 か ら № 7 を 配 付 し て お

り ま す 。 な お 、 本 日 の 審 議 会 は 公 開 と な っ て お り ま す の で 、 傍 聴 の 方 が い ら っ し

ゃ る こ と を 併 せ て 御 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。  

本 日 は 、 第 49 期 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 に よ る 、 令 和 ６ 年 度 の 第 1 回 目

の 審 議 会 と な り ま す 。 こ れ よ り 委 員 の 皆 さ ま を 御 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。  

会 議 資 料 の № 1 と し て 第 49 期 委 員 名 簿 を お 手 元 に お 配 り し て お り ま す 。お 名 前

を お 呼 び し 、 御 紹 介 と 代 え さ せ て い た だ き ま す 。  

ま ず 、公 益 代 表 委 員 の 方 か ら 御 紹 介 さ し あ げ ま す 。向 か っ て 右 か ら 、小 野 木 昌 弘

委 員 、 鈴 木 進 也 委 員 、 中 山 徳 良 委 員 、 長 谷 川 ふ き 子 委 員 、 水 野 有 香 委 員 、 以 上 ５

名 の 皆 さ ま で す 。  

次 に 、労 働 者 代 表 委 員 を 御 紹 介 し て い き ま す 。公 益 委 員 側 か ら 、寺 田 昭 委 員 、松

下 克 裕 委 員 、 松 村 実 委 員 、 安 藤 知 子 委 員 、 上 野 都 砂 子 委 員 、 以 上 の ５ 名 の 皆 さ ま

と な り ま す 。  

続 い て 、 使 用 者 代 表 委 員 を 御 紹 介 し て い き ま す 。 公 益 委 員 側 か ら 、 梶 原 弘 司 委

員 、 古 閑 賢 三 委 員 、 堀 江 公 仁 子 委 員 、 安 田 朗 子 委 員 、 竹 内 弘 一 委 員 、 以 上 ５ 名 の

皆 さ ま で す 。  

な お 、 事 務 局 と な り ま す 愛 知 労 働 局 職 員 に つ き ま し て は 、 資 料 № ２ の 名 簿 を お

配 り し て お り ま す の で 、 そ の 名 簿 を 御 確 認 し て い た だ き ま し て 、 紹 介 に 代 え さ せ

て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

そ れ で は 、 本 年 度 第 １ 回 目 の 最 低 賃 金 審 議 会 の 開 催 に あ た り ま し て 、 愛 知 労 働

局 長 よ り 御 挨 拶 申 し 上 げ ま す 。  

 

〇 阿 部 局 長  

皆さん、こんにちは。愛知労働局長の阿部でございます。 

本日は、第 49 期の愛知地方最低賃金審議会の今年度第 1 回目の会議ということでございま

す。委員の皆様方には、日ごろから最低賃金制度をはじめ労働行政の推進にあたりまして、多大

の御理解、御協力を賜っておりますことを感謝申し上げます。 

最低賃金を取り巻く状況につきましては、やはり経済情勢、それから物価の上昇、円安、エネ

ルギー価格など、経済情勢いろいろ動いているということで、やはりいろんな厳しい状況ある

かと思います。後ほど、諮問後にまた諮問内容などについても御説明させていただきたいと思

いますけれども、やはり国民の関心事項の一つになっているということでございます。 

このような状況の中で、委員の皆様方には御審議にあたりまして御苦労をかけることがあろう

かと思いますが、充実した審議をお願いできればと思います。冒頭ですので簡単に御挨拶させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 
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〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

そ れ で は 、以 後 の 進 行 に つ き ま し て は 、中 山 会 長 に お 願 い し た い と 思 い ま す 。よ

ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  

本 年 度 も 会 長 を 務 め さ せ て い た だ き ま す 中 山 と 申 し ま す 。よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。会 議 の 円 滑 な 運 営 に 努 め て 参 り た い と 思 い ま す の で 、御 協 力 を お 願 い い

た し ま す 。  

そ れ で は 、 次 第 に 従 い ま し て 、 議 事 を 進 め た い と 思 い ま す 。  

ま ず 初 め に 、議 題（ １ ）「 愛 知 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て（ 諮 問 ）」に 入

ら せ て い た だ き ま す 。最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 、阿 部 局 長 か ら 諮 問 が ご ざ い

ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 阿 部 局 長  

 で は 、 諮 問 文 を 読 み 上 げ さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

愛 労 発 基 0704 第 1 号 

令 和 6 年 7 月 4 日 

 

愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会  

会 長  中 山 徳 良  殿  

愛 知 労 働 局 長  阿 部  充  

 

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

 

最低賃金法(昭和34年法律第137号)第12条の規定に基づく、愛知県最低賃金(昭和55年愛知

労働基準局最低賃金公示第6号)の改正決定に関して、最低賃金法第10条第1項の規定に基づき、

新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2024改訂版(令和6年6月21日閣議決定)及び

経済財政運営と改革の基本方針2024(同日閣議決定)に配意した、貴会の調査審議をお願いす

る。ということで、諮問させていただきたいと思います。 

 

〇平井賃金課長  

 そうしましたら、諮問文を渡す部分の撮影を可能とさせていただきますので、報道機関の皆

様は中央の方に入っていただいても結構です。 

 

（  諮 問 文 手 交  ）  
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      （  報 道 機 関 撮 影  ）  

 

〇 中 山 会 長  

そ れ で は 、阿 部 局 長 か ら 御 発 言 を い た だ き た い と 思 い ま す 。よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。  

 

〇 阿 部 局 長  

ただ今、令和６年度の愛知県最低賃金額の改定について諮問をさせていただきました。昨年

度につきましては、愛知県の経済・雇用の実態、それから中央最低賃金審議会の目安に関する小

委員会報告等を十分に参酌した御審議をいただきまして、また、真摯に極めて精力的に行って

いただいたというふうに理解しております。改めて感謝を申し上げたいと思います。昨年は、そ

の結果 41 円引上げの 1,027 円となったところでございますが、審議会における御意見、それ

から御指摘なども踏まえまして、その後、労働局におきましては関係機関とも連携しながら周

知に努めてまいりました。経済の成長と分配の好循環を実現するためにも生産性向上、それか

ら物価対策などを進めていく必要性について感じたところでございます。 

諮問文におきまして記載しております「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画

2024 改訂版」、これは資料のほうにも入れさせていただいています、資料６の 13 ページのと

ころから少し話をさせていただけると思いますが、その中では、「昨年の最低賃金の全国加重平

均は 1,004 円」ということで、目指していた「全国加重平均 1,000 円」を達成した。引上げ額

が全国加重平均 43 円で、過去最高の引上げ額となった。今年は、昨年を上回る水準の春季労使

交渉の結果を含み、労働者の生計費、事業者の賃金支払い能力の 3 要件も踏まえて、最低賃金

の引上げ額について、公労使三者構成の最低賃金審議会でしっかりと議論いただく。労働生産

性の引上げ努力等を通じ、2030 年代半ばまでに 1,500 円となることを目指す目標について、

より早く達成ができるよう、中小企業・小規模企業の自動化・省力化投資や、事業承継、M＆A

の環境整備等について、官民が連携して努力する。また、地域別最低賃金の最高額に対する最低

額の比率を引き上げる等、地域間格差の是正を図る。」こととされておるところでございます。 

また、個々の企業が賃金引上げをしやすい環境整備をしていくことが非常に大切となってお

りまして、「経済財政運営と改革の基本方針 2024」、いわゆる骨太の方針ですが、これは資料 7

の 20 ページの 2 パラメのところをご覧いただければと思うのですけれども、「賃上げについて

は、労務費の転嫁円滑化に加え、商慣行の思い切った見直しを含め、業種・事業分野の実態に応

じた価格転嫁対策に取り組むほか、医療・福祉分野等におけるきめ細かい賃上げ支援や最低賃

金の引上げを実行する」ということとされているところでございます。 

私ども愛知労働局におきましても、従来より中小企業が賃上げしやすい環境整備に向けて、中

小企業の設備投資や IT 化といった生産性向上につながる取組についての支援ということで業

務改善助成金等の周知、利用勧奨してきたところでございます。また、関係機関とも連携して価
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格転嫁対策の取組を進めたところでございます。こういったことによりまして、経済の好循環

の流れに乗って、賃金全体が上がっていき、それに併せて最低賃金も上がっていくという環境

整備に向けた取組をやはり進めていくということが必要かと思っております。 

このような環境下ということになりますけれども、できるだけ早期に、できれば 10 月 1 日の

発効を目指して御審議をいただければ幸いと思っておる次第でございます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

報 道 陣 の 方 々 、 す み ま せ ん が 撮 影 は こ こ ま で と お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  

た だ 今 、 局 長 の 方 か ら 諮 問 を 受 け ま し た の で 、 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 と し て

愛 知 県 最 低 賃 金 の 改 正 に つ い て 、 今 後 、 真 摯 に 審 議 を 行 う こ と と い た し ま す 。  

続 き ま し て 、議 題（ ２ ）「 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 愛 知 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 の 設

置 等 に つ い て 」 に 入 り ま す 。 愛 知 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に 関 す る 審 議 に つ き ま し

て は 、 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に 基 づ き 、 専 門 部 会 を 設 置 し て 審 議 す る こ と と

な っ て お り ま す 。 愛 知 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に 係 る 専 門 部 会 設 置 等 に つ い て 、 専

門 部 会 委 員 の 推 薦 公 示 及 び 関 係 労 使 の 意 見 聴 取 を あ わ せ て 、 事 務 局 か ら 説 明 を お

願 い い た し ま す 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

専 門 部 会 の 設 置 は 、最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に 基 と な る 規 定 が あ り 、最 低 賃 金

審 議 会 令 及 び 最 低 賃 金 法 施 行 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 設 置 す る こ と と な り ま

す 。ま ず 、最 低 賃 金 審 議 会 は ､最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 調 査 審 議 を 求 め ら れ た

時 は 、 専 門 部 会 を 置 か な け れ ば な ら な い と さ れ て い ま す 。 専 門 部 会 の 委 員 は 、 最

低 賃 金 法 第 25 条 第 ３ 項 で 公 労 使 同 数 と さ れ 、 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 6 条 第 1 項 に

よ り 、 委 員 数 は ９ 人 以 内 と さ れ て い ま す 。 こ の た め 、 公 労 使 各 ３ 名 の 委 員 に よ り

組 織 さ れ る こ と と な り ま す 。 労 働 者 及 び 使 用 者 代 表 で あ る 委 員 は 、 関 係 労 使 団 体

の 推 薦 が あ っ た 候 補 者 の う ち か ら 愛 知 労 働 局 長 が 任 命 し ま す 。 委 員 の 推 薦 に 係 る

公 示 は 、本 日 か ら ７ 月 18 日（ 木 ）ま で の 15 日 間 行 い ま す 。ま た 、最 低 賃 金 審 議

会 は 、 最 低 賃 金 の 改 正 の 決 定 に つ い て の 調 査 審 議 を 行 う 場 合 、 関 係 労 使 の 意 見 を

聴 く こ と と な っ て お り 、 意 見 を 聴 く 旨 及 び 意 見 書 を 提 出 す べ き 旨 の 公 示 を 本 日 か

ら ７ 月 25 日 （ 木 ） ま で 22 日 間 行 い ま す 。 説 明 は 以 上 と な り ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  

た だ 今 の 事 務 局 の 説 明 に つ い て 、 何 か 御 質 問 が あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  
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（  質 問 等 な し  ）  

 

〇 中 山 会 長  

よ ろ し い で し ょ う か 。  

続 き ま し て 、議 題（ ３ ）「 愛 知 県 の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ

い て（ 諮 問 ）」に 入 り ま す 。特 定 最 低 賃 金 の 改 正 に 関 す る 申 し 出 状 況 に つ い て 事 務

局 か ら 説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

本 年 ３ 月 ２ ９ 日 に 労 働 団 体 で あ る 、 日 本 労 働 組 合 総 連 合 会 愛 知 県 連 合 会 か ら 、

６ 件 の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 に つ い て 意 向 表 明 が な さ れ ま し た 。 そ し て 、 本 年 ６ 月

2１ 日 に 同 連 合 会 か ら 愛 知 労 働 局 長 に 対 し 改 正 ５ 件 に か か る 申 出 書 の 提 出 が あ り

ま し た 。  

３ ペ ー ジ 、資 料 No.３ を ご 覧 く だ さ い 。改 正 の 申 し 出 の あ っ た 産 業・業 種 は 、こ

の 表 に あ る ５ 件 で あ り 、 新 設 の 申 し 出 は あ り ま せ ん で し た 。 た だ 今 よ り 順 に 正 式

な 名 称 を 読 み 上 げ ま す 。  

1. 愛 知 県 製 鉄 業 、製 鋼・製 鋼 圧 延 業 、鋼 材 製 造 業 最 低 賃 金  平 成 20年 愛 知 労

働 局 公 示 第 ３ 号  

2. 愛 知 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金  

同 公 示 第 ４ 号  

3. 愛 知 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報 通 信 機 械 器 具

製 造 業 最 低 賃 金  同 公 示 第 ５ 号  

4. 愛 知 県 輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金  同 公 示 第 ６ 号   

5. 愛 知 県 自 動 車 （ 新 車 ） 小 売 業 最 低 賃 金  同 公 示 第 ９ 号  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  

た だ 今 、 特 定 最 低 賃 金 ５ 業 種 に つ い て の 改 正 決 定 の 申 出 が あ っ た と の 御 報 告 が

あ り ま し た 。 こ れ に 関 し 、 愛 知 労 働 局 長 か ら 諮 問 が ご ざ い ま す 。  

 

〇 阿 部 局 長  

そ れ で は 、 諮 問 文 を 読 み 上 げ さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

愛 労 発 基 0704 第 2 号 

令 和 6 年 7 月 4 日 
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愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会  

会 長  中 山 徳 良  殿  

 

愛 知 労 働 局 長  阿 部  充  

 

愛知県の特定最低賃金の改正決定の必要性の有無について(諮問) 

 

令和6年6月21日付けをもって申出代表者日本労働組合総連合会愛知県連合会会長可知洋

二から最低賃金法(昭和34年法律第137号)第15条第1項の規定に基づき、別添のとおり下記

5件に関する申出があったので、同法第21条により、その必要性の有無について、貴会の意見

を求める。 

なお、改正の申出があった特定最低賃金下記５件については、先ほど事務局から説明し

たとおりでありますので、読み上げを省略させていただきたいと思います。 

  

      （  諮 問 文 手 交  ）  

 

〇 中 山 会 長  

た だ 今 、 局 長 か ら 諮 問 を 受 け ま し た の で 、 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 と し て ５ 業

種 の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 審 議 を 行 う こ と と い た し ま

す 。  

続 き ま し て 、 議 題 （ ４ ） 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 検 討 小 委 員 会 の 設 置 等 に つ い

て 」に 入 り ま す 。特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て は 、従 来 か ら 、

愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 「 検 討 小 委 員 会 」 を 設 置 し

て 審 議 し て お り ま す 。 本 年 度 も 「 検 討 小 委 員 会 」 を 設 置 し て 、 改 正 決 定 に つ い て

審 議 す る こ と と し て よ ろ し い か お 伺 い い た し ま す 。  

労 使 と も よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

（  承 認 の 確 認  ）  

 

〇 中 山 会 長  

は い 、 そ れ で は 御 承 認 い た だ き ま し た の で 、 検 討 小 委 員 会 の 設 置 ・ 運 営 に つ い

て 、 事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 を ４ ペ ー ジ の 資 料 № 4 と し て 、 検 討 小 委 員 会

運 営 規 程 を ６ ペ ー ジ 資 料 № ５ と し て お 配 り を し て お り ま す 。  
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愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 第 ３ 条 に お い て 「 会 長 は 、 審 議 会 の 議 決 に よ

り 、 特 定 の 議 案 に つ い て 事 実 の 調 査 を し 、 又 は 細 目 に わ た る 審 議 を 行 う た め 、 委

員 を 指 名 し て 小 委 員 会 を 設 け る こ と が で き る 。」と さ れ 、検 討 小 委 員 会 運 営 規 程 第

２ 条 に よ り 、「 委 員 会 の 構 成 は 、公 益 代 表 委 員 、労 働 者 代 表 委 員 及 び 使 用 者 代 表 委

員 そ れ ぞ れ ３ 名 と し 、各 側 か ら の 推 薦 に 基 づ い て 会 長 が 指 名 す る も の と す る 。」と

さ れ て い ま す 。 こ れ ら の 規 程 に よ り ま し て 、 会 長 が 委 員 を 指 名 し 、 小 委 員 会 を 設

け る こ と と な っ て い ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  

た だ 今 の 事 務 局 の 説 明 に つ い て 、 御 意 見 、 御 質 問 等 ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

             ( 質 問 等 な し  ) 

 

〇 中 山 会 長  

 よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 検 討 小 委 員 会 運 営 規 程 第 ２ 条 に よ り ま し て 、 検 討 小 委 員 会 委 員 を 決

定 し た い と 思 い ま す 。  

事 務 局 の ほ う か ら は 、労 働 者 側 の 被 推 薦 者 は 、安 藤 委 員 、寺 田 委 員 、松 村 委 員 と

伺 っ て い ま す が よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

（  労 働 者 側 委 員 了 承  ）  

 

〇 中 山 会 長  

使 用 者 側 の 被 推 薦 者 は 、梶 原 委 員 、古 閑 委 員 、堀 江 委 員 と 伺 っ て い ま す が よ ろ し

い で し ょ う か 。  

 

（  使 用 者 側 委 員 了 承  ）  

 

〇 中 山 会 長  

そ れ で は 、労 働 者 側 委 員 と し て 、安 藤 委 員 、寺 田 委 員 、松 村 委 員 、使 用 者 側 委 員

と し て 、 梶 原 委 員 、 古 閑 委 員 、 堀 江 委 員 を 指 名 い た し ま す 。  

公 益 委 員 の ほ う は 、鈴 木 委 員 、長 谷 川 委 員 、そ し て 私 、中 山 の ３ 名 が 委 員 と な り

ま す 。 委 員 の 皆 さ ま に は 、 検 討 小 委 員 会 の 円 滑 な 運 営 に つ き ま し て 、 御 協 力 を よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  
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そ れ で は 最 後 に 、議 題（ ５ ）「 そ の 他 」と な っ て お り ま す が 、労 使 各 側 か ら 何 か

あ り ま す で し ょ う か 。 労 働 者 側 い か が で し ょ う か 。  

 

〇 寺 田 委 員  

労 働 者 側 の 寺 田 と 申 し ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

本 日 、本 年 度 の 審 議 会 を ス タ ー ト す る に あ た り 、改 め て で は あ り ま す が 労 働 者

側 よ り 地 域 別 最 低 賃 金 と 特 定 最 低 賃 金 に 対 す る 我 々 の 考 え や 想 い を お 伝 え さ せ

て い た だ き た い と 思 い ま す 。資 料 の 方 を 入 れ て い た だ い て お り ま す の で 、そ ち ら

を 御 確 認 い た だ け た ら と 思 い ま す 。そ れ と 、一 番 最 後 の ほ う の ペ ー ジ 数 が 振 ら れ

て い ま す が 、42ペ ー ジ の 次 の ペ ー ジ に な り ま す 。そ ち ら を 御 確 認 い た だ け れ ば と

思 い ま す 。  

ま ず 、 地 域 別 最 低 賃 金 に つ い て 4点 申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。 ま ず 一 点 目 は 、

昨 年 度 も 同 じ 時 期 に 申 し あ げ た 物 価 上 昇 に つ い て で ご ざ い ま す 。 直 近 の 2024年

の 5月 の 消 費 者 物 価（ 総 合 ）は 前 年 同 月 比 で 2.8％ の 上 昇 と な り 、昨 年 よ り 3％ 前

後 の 高 水 準 で 推 移 し て お り 、最 低 賃 金 近 傍 で 働 く 者 に と っ て は 非 常 に 厳 し い 生 活

が 続 い て い る 状 況 で あ り ま す 。生 活 水 準 の 維 持・向 上 の 観 点 か ら も 消 費 者 物 価 上

昇 率 を 考 慮 し た 引 上 げ が 必 要 で あ り ま す 。  

次 に 2点 目 は 、今 年 の 春 闘 で の 賃 上 げ の 流 れ を 最 低 賃 金 の 引 上 げ に し っ か り つ

な げ る こ と で す 。連 合 愛 知 の 春 闘 の 集 計 結 果 で は 、回 答 を 引 き 出 し た 組 合 の う ち

9割 が 賃 金 改 善 分 、 い わ ゆ る ベ ー ス ア ッ プ と い う 部 分 で す ね 、 と い う と こ ろ を 獲

得 し て お り ま し て 、額・率 と も に 昨 年 の 結 果 を 大 き く 上 回 る 、大 き く 超 え て 2013

年 以 降 で 最 も 高 い 水 準 と な り ま し た 。こ の 賃 上 げ の 流 れ は 昨 年 に 引 き 続 き 、一 層

の 広 が り を 見 せ て い る 状 況 か と 思 い ま す 。こ の 賃 上 げ の 流 れ を 最 低 賃 金 の 引 上 げ

に つ な げ 、組 合 の な い 企 業 等 で 働 く 労 働 者 の 労 働 条 件 向 上 へ 波 及 さ せ る べ き で あ

り 、こ れ が 最 低 賃 金 審 議 の 本 質 で あ る と 考 え て お り ま す の で よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。  

次 に 3点 目 に な り ま す 。 現 行 水 準 に つ い て で ご ざ い ま す 。 昨 年 、 愛 知 県 は 1，

027円 と 1,000円 を 超 え ま し た が 、 年 収 換 算 す る と 205万 円 程 度 で 、 ま だ ま だ ワ

ー キ ン グ プ ア の 状 況 で あ る か と 思 っ て お り ま す 。労 働 の 対 価 と し て ふ さ わ し い 水

準 と す る た め に も 、地 域 相 場 が 示 し て い る 様 々 な 地 域 水 準 を 踏 ま え た 最 低 賃 金 に

す る 必 要 が あ る と 考 え て お り ま す 。  

最 後 に 4点 目 で す 。 同 一 労 働 同 一 賃 金 の 観 点 で す 。最 低 賃 金 の 引 上 げ は 同 一 労

働 同 一 賃 金 の 流 れ を 社 会 全 体 で 後 押 し す る こ と に つ な が り 、愛 知 県 勤 労 者 の 約 4

割 を 占 め て お り ま す 、有 期・短 時 間・契 約 等 で 働 く 労 働 者 の や り が い・働 き が い

の 向 上 に つ な が る 重 要 な も の で あ り ま す の で 、そ の 点 も 加 味 し た 審 議 を 進 め て い

き た い と 思 い ま す 。 以 上 4点 、 地 域 別 最 低 賃 金 に つ い て の 我 々 の 考 え 方 を 申 し 上
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げ さ せ て い た だ き ま す 。  

次 の ペ ー ジ で す ね 。こ ち ら に つ き ま し て は 特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 に つ い て で

す 。ま ず 、 こ れ ま で も お 伝 え し て き た 基 本 的 な 考 え 方 を 2点 お 伝 え さ せ て い た だ

き ま す 。  

1点 目 は 意 義 と 目 的 で す 。特 定 最 低 賃 金 は 法 に 基 づ く 、 企 業 の 枠 を 超 え た 労 働

条 件 決 定 シ ス テ ム で す 。未 組 織 労 働 者 に 波 及 さ せ る こ と に よ っ て 賃 金 格 差 の 是 正

に つ な が る こ と に 加 え 、人 材 確 保 、産 業 の 健 全 な 発 展 へ と つ な が っ て い く こ と か

ら 特 定 最 低 賃 金 は 重 要 な 位 置 づ け で あ る と い え ま す 。  

続 い て 2点 目 と し て 、 労 働 協 約 ケ ー ス で 申 出 を 行 っ て い る 重 要 性 に つ い て で

す 。労 使 の 締 結 を 基 礎 と し て 、産 業 全 体 の 賃 金 の 底 上 げ・格 差 是 正 の 役 割 を 果 た

し て い ま す 。 今 年 度 に お い て も 、 申 出 し た 、先 ほ ど 御 紹 介 が あ っ た 5業 種 に つ い

て は 労 働 協 約 ケ ー ス で 申 出 を 行 っ て お り 、適 用 労 働 者 数 の 3割 か ら 7割 を 占 め る 、

当 該 労 使 が 合 意 し た 賃 金 協 定（ 労 働 協 約 ）の も と で 申 し 出 た も の で あ り ま す 。産

業 を 取 り 巻 く 情 勢 や 課 題 を 熟 知 し て い る 当 該 産 業 の 関 係 労 使 の 意 思 を 尊 重 す る

審 議 を 労 働 者 側 と し て 強 く 求 め て い き た い と 思 い ま す 。  

最 後 に 次 の ペ ー ジ で ご ざ い ま す 。最 後 に 特 定 最 低 賃 金 の 重 要 性 に つ い て も う 一

点 お 伝 え さ せ て い た だ き ま す 。こ ち ら の 資 料 に あ る と お り 、日 本 の 経 済 社 会 を 新

た な ス テ ー ジ へ の 移 行 や 好 循 環 を 実 現 す る た め に も 、こ の 賃 上 げ の 流 れ を 中 小 企

業 や 労 働 組 合 の な い 企 業・分 野 で も 実 現 す る こ と が 重 要 で あ っ て 、実 現 す る た め

に も 生 産 性 の 向 上 と 労 務 費 を 含 め た 価 格 転 嫁 の 推 進 が 必 要 で あ る こ と は 、公 労 使

が 同 じ 認 識 の も と に 昨 年 よ り 取 組 が 多 く 進 め ら れ て き た か と 思 い ま す 。  

続 い て の ペ ー ジ で ご ざ い ま す 。そ の 生 産 性 向 上 と 適 正 取 引・価 格 転 嫁 と 賃 金 の

関 係 は 、こ の 図 に あ る と お り に な る か と 考 え て お り ま す 。価 格 転 嫁 、材 料 費 や 労

務 費 を し っ か り 価 格 に 転 嫁 す る こ と に よ っ て 利 益 確 保 、利 益 増 に つ な げ て 、そ の

利 益 を 公 正 に 分 配 す る こ と で 生 産 性 向 上 に つ な が り 、好 循 環 が 生 ま れ て く る と い

う ふ う な 流 れ だ と 思 っ て お り ま す 。生 産 性 向 上 に 向 け て は 賃 上 げ も 重 要 と な り ま

す が 、そ の 中 で も 特 定 最 低 賃 金 が 有 効 な 手 段 と な る と 考 え て お り ま す 。労 使 で 取

組 む き っ か け と な る 、企 業 の 垣 根 を 越 え る こ と に よ っ て 、一 企 業 で は 難 し い 取 組

が 進 め や す く な る 。産 業 全 体 で 水 準 を 上 げ る こ と に よ り 、人 材 確 保 で の 競 争 力 の

向 上 に つ な が る 。こ れ ら の こ と に 寄 与 す る こ と か ら 、産 業 全 体 で 生 産 性 向 上 を 実

現 す る た め に も 特 定 最 低 賃 金 は 重 要 な 位 置 づ け に あ る と 考 え て お り ま す 。少 し 長

く な り ま し た が 、地 域 別 最 低 賃 金 と 特 定 最 低 賃 金 に つ い て の 労 働 者 側 の 考 え と 想

い を 述 べ さ せ て い た だ き ま し た 。  

 

〇 中 山 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 後 の 審 議 会 で い ろ い ろ 議 論 し て い き た い と 思 い ま
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す 。 で は 、 使 用 者 側 お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 梶 原 委 員  

 使 用 者 側 委 員 を 代 表 い た し ま し て 、 私 の 方 か ら 一 言 申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。 

 こ れ か ら 始 ま る 議 論 に お き ま し て は 、最 低 賃 金 に 関 す る 社 会 的 な 要 請 、そ れ か

ら 物 価 上 昇 、そ れ か ら 今 年 の 春 の 賃 上 げ 、企 業 に お け る 賃 上 げ の 状 況 、あ る い は

人 の 確 保 、人 材 の 確 保・定 着 、そ う い っ た 観 点 か ら 今 年 度 の 最 低 賃 金 を 引 上 げ る

と い う よ う な 争 点 に つ い て は 、我 々 使 用 者 側 に つ い て も 理 解 を し て お る と こ ろ で

ご ざ い ま す 。  

 た だ そ の 一 方 で 、使 用 者 側 委 員 と し て 申 し 上 げ た い 点 に つ き ま し て は 、エ ネ ル

ギ ー 価 格 、そ れ か ら 原 材 料 費 、そ う い っ た よ う な 大 幅 な 高 騰 、こ う い っ た も の が

企 業 経 営 に 対 す る 影 響 で す ね 、 収 益 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い る と い う こ と も 、

こ れ ま た 事 実 で あ る と 考 え て お り ま す 。そ し て こ の よ う な コ ス ト 増 が 、適 切 な 価

格 転 嫁 と い う 形 で 展 開 さ れ て い る の か 、あ る い は サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 と し て の

付 加 価 値 、こ う い っ た も の が 適 切 に 分 配 さ れ て い る の か 、と い う よ う な こ と を 特

に 中 小 企 業 、小 規 模 の 企 業 、こ う い っ た と こ ろ が 大 変 、現 状 で も 厳 し い 状 況 に い

る と い う ふ う に 聞 い て お り ま す の で 、こ う い っ た 現 状 も 当 然 踏 ま え る べ き だ と い

う ふ う に 考 え て お り ま す 。  

 で 、地 域 別 最 低 賃 金 の 決 定 に あ た り ま し て は 、法 律 、最 低 賃 金 法 で 定 め ら れ た

法 の 原 則 の 3要 素 が ご ざ い ま す 。1つ 目 が 労 働 者 の 生 計 費 、2つ 目 が 労 働 者 の 賃 金 、

そ れ か ら 3つ 目 が 通 常 の 事 業 の 賃 金 支 払 い 能 力 、 ま あ こ の 3要 素 を 考 慮 す る と い

う ふ う に さ れ て お り ま す の で 、こ の 3要 素 と 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た 企 業 を め ぐ る

情 勢 、こ う い っ た も の を 勘 案 し な が ら 、こ の 愛 知 で ど う い っ た 形 で 金 額 と し て 反

映 さ せ て い く べ き か と い う よ う な こ と に つ き ま し て 、こ れ か ら 真 摯 に 議 論 し て ま

い り た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 中 山 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま す 。 経 済 状 況 等 、 ま だ こ れ か ら 審 議 な ど の 過 程 で ま た 議 論

を し て ま い り た い と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 他 の 委 員 の 方 か ら

何 か 御 発 言 が あ れ ば お 願 い し た い と 思 い ま す け れ ど も 、 よ ろ し い で す か 。 御 異 議

で も よ ろ し い で す が 大 丈 夫 で す か 。  

事 務 局 か ら そ れ で は 、 何 か 連 絡 事 項 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

別 途 配 布 し て お り ま す 資 料 に つ い て 、 御 連 絡 を い た し ま す 。  

資 料 に あ り ま す よ う に 、 赤 の イ ン デ ッ ク ス で 付 け て お り ま す 要 請 文 等 、 別 途 配
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付 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 順 次 、 御 説 明 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

ま ず 、 赤 の イ ン デ ッ ク ス の １ 番 に つ い て で ご ざ い ま す 。 本 年 6 月 ４ 日 付 け で 全

労 連 東 海 北 陸 地 方 協 議 会 議 長 よ り 、 愛 知 労 働 局 長 及 び 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会

長 あ て 、「 歴 史 的 な 物 価 高 騰 と 過 去 最 長 の 実 質 賃 金 低 下 の も と で 最 低 賃 金 1500 円

以 上 へ の 引 上 げ と 全 国 一 律 制 を 求 め る 要 請 書 」 が 提 出 さ れ て い ま す 。     

裏 面 で す が 、 そ の 中 で 、  

１ ． 中 賃 の 目 安 額 に 縛 ら れ る こ と な く 、 労 働 者 の 生 活 の 安 定 を 図 る た め に 最  

低 賃 金 を 1,500円 以 上 に 引 き 上 げ る こ と 。  

２ ． 大 幅 な 物 価 上 昇 や 経 済 情 勢 変 動 時 に は 、 年 １ 回 に 限 ら ず 改 定 を 行 う こ

と 。  

３ ． す べ て の 働 く 人 に 人 間 ら し い 生 活 を 保 障 す る た め に 、 最 低 賃 金 を 改 正

し 、 生 計 費 原 則 に 基 づ く 「 全 国 一 律 最 低 賃 金 制 度 」 を 実 現 し 、 地 域 間 格 差

の 是 正 を 国 に 働 き か け る こ と 。  

４ ． 最 低 賃 金 引 き 上 げ に 欠 か せ な い 、 中 小 企 業 支 援 策 の 抜 本 的 拡 充 を 国 に 求

め る こ と 。  

５ ． 最 低 賃 金 審 議 会 労 働 者 代 表 委 員 任 命 に つ い て は 、 労 働 組 合 運 動 に お い て

運 動 方 針 を 異 と す る 潮 流 ・ 系 統 が 存 在 す る 以 上 、 労 働 者 委 員 構 成 に お い て

も 多 様 性 を 有 し た も の と す る こ と 。 最 低 賃 金 の 影 響 を 直 接 受 け る 非 正 規 労

働 者 の 当 事 者 と 女 性 を 4割 以 上 任 命 す る こ と 。 専 門 部 会 委 員 に つ い て も 同

様 と す る こ と 。 公 益 委 員 に つ い て は 、 最 低 賃 金 の 改 定 に つ い て 専 門 的 知 見

を 備 え た 委 員 の 選 任 を 行 う こ と 。  

６ ． 専 門 部 会 二 者 協 議 を 含 め 全 部 公 開 す る と と も に 、 審 議 会 や 専 門 部 会 で 女

性 や 非 正 規 労 働 者 が 意 見 陳 述 を 行 う 機 会 を 設 け る こ と 。 ま た 、 す べ て の 審

議 ・ 協 議 の 議 事 録 を 作 成 し 全 部 を 公 開 す る こ と 。  

７ ． 最 低 賃 金 審 議 会 の 日 程 や 委 員 の 改 選 な ど に つ い て 、 情 報 提 供 を 求 め る も

の に 適 宜 行 う こ と 。 (一 部 の 局 で 後 退 し た ) 

８ ． 大 幅 に 増 加 す る 労 働 行 政 の 需 要 に 対 応 す る た め に 、 公 共 職 業 安 定 所 や 労

働 基 準 監 督 署 な ど 都 道 府 県 労 働 局 の 正 規 職 員 を 増 員 し 、 労 働 行 政 体 制 拡

充 ・ 強 化 を 行 う こ と 。 と の 要 請 が な さ れ て い ま す 。  

赤 色 の イ ン デ ッ ク ス 2 番 に つ い て で す が 、 本 年 6 月 ４ 日 付 け で 愛 知 県 労 働 組 合  

総 連 合 議 長 よ り 、 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長 あ て 、「 最 低 賃 金 を 1,500 円 へ 」

「 国 に 中 小 企 業 支 援 の 要 望 」「 す べ て の 審 議 の 公 開 」 を 求 め る 要 請 書 」 が 提 出 を

さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 、  

１ ． 愛 知 県 最 低 賃 金 を 1500円 以 上 に 引 き 上 げ る こ と 。  

２ ． 最 低 賃 金 の 引 き 上 げ を 円 滑 に 進 め る た め 、 社 会 保 険 料 の 事 業 主 負 担 分 を

免 除 ・ 軽 減 す る な ど 中 小 企 業 に 対 す る 特 別 な 財 政 措 置 を 行 う こ と を 政 府 に
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求 め る こ と 。  

３ ． 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 「 専 門 部 会 」 を 二 者 協 議 も 含 め て 全 て 公 開 す

る こ と 。  

４ ． 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 (専 門 部 会 )で 労 働 者 の 意 見 陳 述 の 場 を 儲 け る こ

と 。 と の 要 請 が な さ れ て お り ま す 。  

赤 色 の イ ン デ ッ ク ス 3 番 に つ い て で す 。本 年 4 月 17 日 付 け で 第 101 回 栄 総 行  

動 実 行 委 員 会 実 行 委 員 長 、 全 労 連 ・ 全 国 一 般 労 働 組 合 愛 知 地 方 支 部 名 古 屋 地 域 支

部 執 行 委 員 長 、JMITU 愛 知 地 方 支 部 愛 知 支 部 執 行 委 員 長 、障 害 者 労 働 組 合 組 合 員

よ り 、 厚 生 労 働 大 臣 、 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 会 長 、 愛 知 労 働 局 長 及 び 愛 知 地 方 最 低

賃 金 審 議 会 会 長 あ て 、「 全 国 一 律 最 低 賃 金 制 度 の 早 期 法 制 化 実 現 と 中 小 企 業 支 援 策

を 先 行 さ せ 緊 急 に 現 下 の 高 物 価 を 上 回 る 愛 知 地 方 最 低 賃 金 の 大 幅 引 き 上 げ の 再 改

定 を 行 う こ と 等 の 要 請 」 が 提 出 を さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 、  

１ ． 全 国 一 律 最 低 賃 金 制 を 早 期 に 実 現 し て く だ さ い 。  

２ ． 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 、 即 時 開 催 し て 改 定 額 の 諮 問 を 行 っ て く だ さ

い 。  

３ ． 物 価 高 騰 を 大 幅 に 上 回 る 改 定 額 を 決 定 し て く だ さ い 。 そ の 際 、 い わ ゆ る 3

要 素 の う ち 、 労 働 者 の 生 計 費 を 基 礎 と す る こ と を 原 則 に 、 中 小 企 業 へ の 積

極 的 助 成 措 置 を 先 行 し て 講 じ る こ と に よ り 三 要 素 の う ち 「 支 払 い 能 力 」 を

削 除 し て く だ さ い 。  

４ ． 最 低 賃 金 に 関 す る 基 礎 的 な 調 査 統 計 を 毎 年 12月 に も 実 施 し て 、 物 価 動 向

を に ら み な が ら 、 年 2回 以 上 改 定 で き る 体 制 と 条 件 を 整 え て く だ さ い 。  

５ ． 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 機 構 と 運 営 を 県 民 の 声 を 聞 き 、 開 か れ た 審 議

会 と し て 、 す べ て の 審 議 議 事 録 を 全 面 開 示 す る な ど 、 抜 本 的 に 民 主 化 し て

く だ さ い 。 と く に 専 門 部 会 の 個 別 協 議 も 全 面 公 開 し て く だ さ い 。 万 一 公 開

で き な い 場 合 に お い て も 、 議 事 録 を 公 開 し て く だ さ い 。  

６ ． 愛 知 労 働 局 は 、 毎 年 決 定 さ れ る 時 間 額 に つ い て 、 健 康 で 文 化 的 な 最 低 限

度 の 生 活 を 営 む に 足 り る 適 正 な 額 で あ る こ と を 、 時 間 給 で 働 く 労 働 者 の 実

態 調 査 に 基 づ き 最 低 賃 金 と し て 適 正 で あ る 根 拠 を 検 証 し 、 裏 付 け ら れ る の

か ど う か を 、 具 体 的 に 資 料 を 示 す な ど し て 回 答 し て く だ さ い 。  

７ ． 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 審 議 に お い て 、 青 年 、 女 性 、 非 正 規 労 働 者 な

ど 幅 広 い 層 か ら の 意 見 陳 述 を 実 現 し て く だ さ い 。  

８ ． 労 働 者 側 委 員 は 、「 連 合 」 愛 知 独 占 で は な く 、 異 な る 潮 流 か ら も 選 任 し て

く だ さ い 。 と の 要 請 が さ れ て い ま す 。  

さ ら に 、イ ン デ ッ ク ス の 4 番 に つ い て で す が 、同 年 ６ 月 ４ 日 付 け で 、「 緊 急 要 請

た だ ち に 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 再 開 し 、 現 下 の 高 物 価 を 上 回 る 最 賃 額 の 大 幅

引 き 上 げ の 再 改 定 を 、 中 小 企 業 支 援 策 を 先 行 さ せ て 行 う こ と の 要 請 」 が 提 出 を さ
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れ て お り ま す 。 で 、 裏 面 に な り ま す が 、 そ の 中 で 、  

１ ． 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 即 時 開 催 し て 、 今 年 度 の 再 度 の 改 定 額 1500 円

以 上 の 諮 問 を 行 っ て く だ さ い 。  

２ ．物 価 高 騰 を 大 幅 に 上 回 る 改 定 額 を 決 定 し て く だ さ い 。そ の 際 、い わ ゆ る 3 要

素 の う ち 、 労 働 者 の 生 計 費 を 基 礎 と す る こ と を 原 則 に 、 中 小 企 業 へ の 積 極 的

助 成 措 置 を 先 行 し て 講 じ る こ と に よ り 三 要 素 の う ち 「 支 払 い 能 力 」 を 削 除 し

て く だ さ い 。  

３ ．最 低 賃 金 に 関 す る 基 礎 的 な 賃 金 等 調 査 統 計 を 毎 年 12 月 に も 実 施 し て 、物 価

動 向 を 的 確 に 判 断 し つ つ 、年 2 回 以 上（ 少 な く と も 10 月 と ４ 月 ）改 定 で き る

体 制 と 条 件 を 整 え て く だ さ い 。  

４ ．全 国 一 律 最 低 賃 金 制 を 早 期 に 実 現 し て く だ さ い 。 と の 緊 急 要 請 が な さ れ て

お り ま す 。  

イ ン デ ッ ク ス の 5 番 に つ い て で す が 、本 年 2 月 に 、第 101 回 栄 総 行 動 実 行 委 員

会 実 行 委 員 長 よ り 、 愛 知 労 働 局 長 及 び 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長 あ て 、 申 入 書

が 提 出 さ れ 、ま た イ ン デ ッ ク ス の 6 番 で す が 、６ 月 ４ 日 付 け で 、「 全 国 一 律 最 低 賃

金 制 度 の 早 期 法 制 化 実 現 と 、 中 小 企 業 支 援 策 を 先 行 さ せ 緊 急 に 現 下 の 高 物 価 を 上

回 る 愛 知 地 域 最 低 賃 金 の 大 幅 引 上 げ 、1500 円 以 上 の 改 定 を 行 う こ と 等 の 要 請【 解

説 等 】」 が 提 出 を さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 、  

１ ．物 価 高 騰 を 大 幅 に 上 回 る 地 域 別 最 低 賃 金 の 引 き 上 げ を し て 、1500 円 以 上 に

改 定 し て く だ さ い 。  

２ ． 新 た な 最 低 賃 金 の 引 上 げ 目 標 を 早 急 に 決 め る こ と 。  

３ ．最 低 賃 金 審 議 会 の 審 議 を 低 賃 金 労 働 者 の 意 向 を 反 映 で き る も の に す る こ と 。 

４ ． 最 低 賃 金 審 議 会 の 労 働 者 委 員 に 低 賃 金 労 働 者 の 代 表 を 入 れ る こ と 。 度 重 な

る 労 働 者 委 員 の 任 期 途 中 で の 辞 任 ・ 交 代 に つ い て 任 命 権 者 ・ 推 薦 労 組 の 責 任

を 問 う 。公 益 委 員 の よ り 適 正 な 人 選 も 求 め る 。と の 要 請 が な さ れ て お り ま す 。 

赤 色 の イ ン デ ッ ク ス 7 番 に つ い て で す が 、 本 年 6 月 27 日 付 け 、 愛 知 県 労 働 組

合 総 連 合 よ り 、愛 知 労 働 局 長 及 び 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長 あ て 、「 愛 労 連 最 賃

署 名 提 出 時 の 議 長 の コ メ ン ト 」、「【 6 月 27 日 に 提 出 し た 愛 労 連 最 賃 署 名 の 関 連 資

料 一 覧 】」及 び「 生 活 改 善 、地 域 経 済 の 好 循 環 の た め に 、愛 知 県 最 低 賃 金 を 1,500

円 と し 、 中 小 企 業 支 援 を 求 め る 要 請 」 の 署 名 9,019 筆 と 「 最 低 賃 金 を 1,500 円

に ！ ！ 」 の 電 子 署 名 3,369 人 分 、 合 わ せ て 、 12,388 筆 分 の 署 名 ・ 賛 同 者 の 提 出

を 受 け て お り ま す 。  

最 賃 署 名 提 出 時 の 議 長 の コ メ ン ト で は 、  

1.愛 知 県 最 低 賃 金 を 1500 円 に 引 き 上 げ て く だ さ い 。  

2.中 小 企 業 へ の 特 別 な 財 政 措 置 が 必 要 で す 。  

3.す べ て の 審 議 を 公 開 し て く だ さ い 。  
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4.意 見 陳 述 の 場 を 設 け て く だ さ い 。 と の 要 望 が な さ れ て お り ま す 。  

集 め ら れ ま し た 署 名 に つ き ま し て は 、 ご 覧 い た だ き ま す と お り 中 央 の 机 の 上 に

置 か せ て い た だ い て お り ま す 。 参 考 ま で に 電 子 賛 同 者 名 簿 と 署 名 名 簿 の 一 部 を 、

こ れ よ り 委 員 の 皆 様 に 回 覧 を い た し ま す 。 見 終 わ り ま し た ら 隣 の 委 員 の 方 に 回 し

て い た だ く よ う よ ろ し く お 願 い を い た し ま す 。  

 

     （  署 名 及 び 電 子 署 名 の 冊 子 を 委 員 の 間 で 回 覧  ）  

 

〇 鈴 木 主 任 賃 金 指 導 官  

委 員 の 皆 様 、署 名 の 名 簿 等 一 覧 、ご 覧 に な り ま し た で し ょ う か 。よ ろ し い で し

ょ う か 。 そ れ で は 併 せ て 事 務 局 よ り 御 連 絡 を さ せ て い た だ き ま す 。  

今 後 の 日 程 に つ き ま し て は 、現 在 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 動 向 を 踏 ま え て 決 定 す

る こ と に な り ま す 。こ の た め 、同 審 議 会 の 動 向 に つ き ま し て は で き る だ け 速 や か

に 皆 さ ま に お 知 ら せ し た い と 思 い ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 

 

〇 中 山 会 長  

今 、事 務 局 の ほ う か ら 御 紹 介 が あ っ た と お り と い う こ と に な り ま す 。他 に 、労

働 者 側 、 使 用 者 側 の 方 、 何 か 御 発 言 が あ れ ば お 願 い い た し た い と 思 い ま す が 。  

 

（  意 見 な し  ）  

 

〇 中 山 会 長  

 よ ろ し い で し ょ う か 。 で は 事 務 局 よ り 最 後 に 、 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

〇 阿 部 局 長  

 今 日 は 諮 問 を さ せ て い た だ い た と こ ろ な の で す が 、実 は 一 年 前 、ち ょ う ど ７ 月

4日 に 愛 知 局 長 に 着 任 し ま し て 、 初 め て の 仕 事 が 最 賃 審 議 の 諮 問 で ご ざ い ま し

た 。実 は 、本 日 最 後 で ご ざ い ま し て 、最 後 の 仕 事 が 最 賃 諮 問 で ご ざ い ま し て 、諮

問 に 始 ま り 諮 問 で 終 わ る と い う 状 況 で ご ざ い ま し て 、明 日 か ら 小 林 洋 子 と い う 女

性 が 局 長 に 着 任 し ま す 。一 年 間 、本 当 に 皆 様 方 に 真 摯 な 御 議 論 い た だ き し っ か り

し た 対 応 を さ せ て い た だ い た か な と 思 っ て お り ま す 。 本 当 に お 世 話 に な り ま し

た 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。引 き 続 き 、ま た 後 任 者 を 含 め 、ま た 事 務 局 も 含 め

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

〇 中 山 会 長  

局 長 、ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。で は 、以 上 を も ち ま し て 、本 日 の 議 事
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は 全 て 終 了 し ま し た の で 、第 ５ １ ４ 回 愛 知 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 閉 会 と い た し ま

す 。 本 日 は 、 皆 さ ま お 疲 れ さ ま で し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

(令和 6 年 7 月 4 日) 第 514 回愛知地方最低賃金審議会 議事録 

 


